



































を中心として，多くの理論的な研究がなされてきた（寺村 1969，長嶋 1976，山本 1984，影山
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類，言語研究用の資料（野村・石井 1987，姫野 1999，石井 2007，神崎 2012），日本語教育用の

















































































流れ（Kilgarriﬀ and Grefenstette 2003）の中で，専門用語を収集することを目的とした特殊コーパ
スの構築法（Baroni and Bernardini 2004），言語研究用を指向した汎用コーパスの構築法（Baroni 
et al. 2006）が提案された。構築されたコーパスの規模は数億から 200億語であり，イギリスの
商用のコーパス検索システム Sketch Engine（Kilgarriﬀ et al. 2004）に搭載された。この中には
日本語のコーパスとして，約 4億語の JpWaC（スルダノヴィッチ・仁科 2008），約 103億語の





















応付けて説明すると，次のようになる。この後の 3.2節から 3.4節では，図 2の（a）（b）（c）の
三つの処理を詳しく説明する。
（1）  複合動詞の構成動詞として頻出する単一動詞 vsを「種」動詞として，vsのWebコーパス
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を構築する。
（2）  vsのWebコーパスから vsの用例抽出・格解析を行い，用例 DBに追加する。
（3）  vsのWebコーパスから vsを構成動詞として持つ複合動詞候補リストを機械的に作成する。
さらに，複合動詞候補リストから複合動詞 vcを人手で抽出する。










（1）  キーワード集合として，名詞 3000語を用意した。キーワードの選定基準は，汎用，かつ，
多用される名詞とした。これは，広範なサイトからWebページを収集できるように意図
したものである。今回は，「CD-毎日新聞 2005データ集」（毎日新聞社 2005）の出現頻度











（3）  検索したURL5から，最大 10個を無作為に抽出する。ただし，ダウンロード済みのURLは，
重複して抽出しない。
（4）  抽出した URLのWebページをすべてダウンロードする。
（5）  npageページが収集されるまで，（2）～（4）を繰り返す。ただし，この過程で取得可能な
Webページを収集しつくし，永久ループに陥ってしまう場合がある。そのため，検索回
数の上限を通常の 2倍，つまり，2npage /10に制限する 6。






（1）  複合動詞の構成動詞として頻出する単一動詞 vsを「種」動詞として用意する。今回は，『複
合動詞資料集』（野村・石井 1987）の調査結果から，複合動詞の構成要素として多用され
る動詞上位 10語 9を種動詞とした。



















（4）  5ページ以上のWebページで出現する複合動詞候補の中から，人手で語彙的複合動詞 vc
を選択する。




（7）  （6）の結果から，一定量以上の用例を収集できた語を用例 DBに登録する（2.2節で述べ
たとおり，複合動詞が 50例以上，単一動詞が 100例以上の場合）。






























また，5000例以上収集できた単一動詞は 595語で全体の約 63%，1000例以上だと 838語で全体
の約 89%となった。特定のページに用例が集中していないかを確認するために，1ページあたり







複合動詞 3371 1173 946














図 5　複合動詞出現ページ数 図 6　単一動詞出現ページ数
図 3　複合動詞用例数 図 4　単一動詞用例数










三菱電機 2010）（以後，岩波）と JUMAN Ver.6.0の辞書（以後，JUMAN）とした。比較の観点は，
次の 2点である。
観点 1：  既存辞書の登録語は語彙的に重要な語であると仮定し，それが収集された用例数にどの
ように反映されているか調べる
観点 2：  既存辞書の登録語であるにも関わらず，収集できなかった複合動詞を調べ，その原因を
探る
　基本的なデータとして，用例 DBとの比較結果を表 2に示す 12。収集した複合動詞は岩波の収
録語の約 77.2%をカバーし，規模は岩波の収録語の約 2.1倍である。また，JUMANの収録語の
約 97.1%をカバーし，規模は JUMANの収録語の約 3.1倍である。
表 2　既存の辞書との比較結果（語数と例）

















波重複語」）の用例数の分布を図 5に重ねてプロットしたものである。また，図 8には，図 7
中の×をヒストグラムで表示し，そこに JUMANと用例 DBの両方に収録されている語の用例
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JUMANでは大きな差がない。また，用例 DBに登録されていない語は岩波のほうが約 12倍以
上多い（表 2）。そこで，以後の考察では，岩波の結果について詳しく見ていくことにする。
図 7　構築結果と岩波との比較 図 8　岩波と JUMANとの比較
　岩波重複語の用例数の分布（図 7の×）は，用例 DBの複合動詞の用例数の分布のうち，高頻
度の複合動詞群と重なる部分が多い。実際に，岩波重複語の用例数は中央値 1209ページで，そ








































315.4例，用例数の範囲は 0～ 8492例であった。用例数の上位，下位 30語を次に示す（括弧内
の数字は用例数）。なお，単一動詞に対しても，同様の条件で用例を抽出した結果，用例数の中央値・
平均値はそれぞれ 1837例・2976.8例となった。用例数の範囲は，53～ 9747例である。
上位 30語：見つける (8492)，見つかる (8311)，思い出す (8146)，繰り返す (6608)，落ち着く (6177)，
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け取る (4743)，申し上げる (4651)，振り返る (4600)，取り入れる (4544)，生み出す (4425)，
取り付ける (4403)，盛り上がる (4270)，取り上げる (4261)，付き合う (4179)，支払う (4115)，
書き込む (3769)，見直す (3653)，組み合わせる (3508)，取り戻す (3431)，見つめる (3345)，
似合う (3109)，引き出す (3092)，取り出す (3057)，引き起こす (2866)，乗り越える (2770)
下位 30語：かいくぐる (0)，飲み交わす (0)，吹き降ろす (4)，守り勝つ (5)，混ぜ合わす (6)，
消し込む (6)，弾き語る (6)，弾き込む (6)，這い寄る (6)，なめ回す (7)，押し負ける (7)，撃
ち負ける (7)，晒し上げる (7)，死に逝く (7)，叩き斬る (7)，鋳込む (7)，すり混ぜる (8)，掛
け替える (8)，差し障る (8)，作り分ける (8)，産み分ける (8)，使い潰す (8)，思い合う (8)，





が，用例数 50例未満，50以上 100未満の区間でも，それぞれ 34.2%，47.9%含まれていること
からわかる。
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例 DBを構築するには，生起確率が RSコーパスと同一だと仮定した場合，RSコーパスの規模
の 15.5倍（≈ 32.6億語）のコーパスを構築する必要があると考えられる。用例 DBでの用例数




cos w1,  w2 =
w1 ∙ w2
w1 w2




















交え，～する」といった語義の格要素が上位 10語中 9語を占める。それに対して，用例 DBで
は基本形を検索キーとするため，「（剣などの武器を）交える」といった別の語義の格要素が上位














































































⃝ 用例 DBに登録された複合動詞は，岩波の収録語の 77.2%をカバーし，規模は約 2.1倍で
ある。また，岩波重複語の用例数の分布は，用例 DB中の高頻度の複合動詞群と重なる部
分が多い。
⃝ 用例 DBで用例数 1000例以上の複合動詞を対象に，RSコーパスから用例収集を実施した
ところ，用例数 0～ 8492例（中央値 102例）の用例集合を得た。これにより，本手法は
幅広い生起確率の動詞に対して，1000例以上の用例を収集できることがわかった。
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Construction and Evaluation of  
“Database of Japanese Compound Verb Examples Based on Web Pages”
YAMAGUCHI Masaya
Spoken Language Division, Research Department, NINJAL
Abstract
This paper presents a method of constructing a database of Japanese compound verb examples, and 
evaluates the database. The objective of constructing this database is to analyze the relationship 
between Japanese compound and component verbs. Whether to include a compound verb in the 
database is determined semi-automatically by the number of examples that can be extracted from 
these Web corpora. The actual database that resulted from this method consists of 3371 compound 
verbs (median number of examples per verb = 1173). It covers 77.2% of the relevant entry words 
in the Iwanami Japanese language dictionary. A comparison with a general-purpose Web corpus 
shows that this method enabled to collect more than 1000 examples for 1829 compound verbs with 
a wide range of probability of occurrence. The average cosine similarity between the distributions 
of case-marked elements in the database examples and in those extracted from the Web corpus is 
0.878 for compound verbs. Therefore, this result suggests that the bias of examples is controlled.
Key words: Japanese compound verb, example database, web corpus
